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フ

ン

ボ

ル

ト

理

念

と

し

て

象

徴

化

さ

れ

る

学

問

の

自

由

、

あ

る

い

は

教

育

と

研

究

の

統

一

は

、

現

今

の

大

学

に

と

っ

て

い

っ

そ

う

重

要

な

議

論

の

的

に

な

っ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

原

理

を

も

た

ら

し

た

近

代

大

学

の

起

源

と

し

て

、

著

者

ア

ン

ダ

ー

ソ

ン

は

ベ

ル

リ

ン

大

学

創

設

と

い

う

転

換

点

を

認

め

つ

つ

も

、

そ

れ

に

先

立

つ

ナ

ポ

レ

オ

ン

改

革

や

、
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ら

に

こ
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を
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蒙
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史

を

語

り

起

こ
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。

こ

こ

か

ら

一

九

一

四
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ま
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各

国

の

大

学

を

め

ぐ

る

状

況

を

総

合
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に

描

い
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本

書

は

、

近

代

国

家
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と
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に

形

成

さ

れ
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教

育
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と

し
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を
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と
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が
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と
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が
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を
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を
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